
 《第26号》 ***相互利用（他館の利用）*** 

 

  図書館と一口で言っても県立図書館や市立図書館のような公共図書館や、国公私立の大学

図書館、専門図書館などさまざまな図書館があります。今回は図書館の利用方法についていくつ

かお伝えします。 

自分たちの住んでいる街にある公共図書館は、広い主題にわたり資料を収集し、地域住民に

公開、提供することを目的に設置されており、誰もが簡単に利用できます。 

続いて、大学の図書館についてですが、国立大学の独立行政法人化に伴い、図書館にも情報

公開法の適用が求められました。その際、担当である総務省が、資料の開示要求の理由や、利用

の目的を問わないことなど具体的な条件を掲げたことから、一般公開が開始され、難しい手続きの

必要もなく利用できるようになりました。  

一方、岩手県内では、本学、岩手大学、岩手県立大学、盛岡大学、富士大学が、「いわて 5 大

学」の協定を結び、それらに所属する学生や職員は、身分証明書を提示することで簡単に利用す

ることが出来ます。東北地区大学図書館協議会加盟館においても、相互利用を円滑に行うための

申し合わせがなされており、「閲覧許可願」等の書類は必要ありません。 

多くの大学で一般公開が実施されて、利用に伴う手続きが簡素化されてきていますが、まだ閉

鎖的な図書館も存在します。本学所属の方が、出張や帰省等で、紹介状が必要な図書館を利用

する場合は、当館2階事務室で準備しますので遠慮なく申し出てください。この他、各図書館の利

用詳細事項については事前にHP等で確認することをお奨めいたします。 

 他の図書館を利用する際は、マナーを守り、他の利用者に迷惑をかけないようにお互いが注意

して欲しいと思います。  

 

*＊＊図書館トリビア＊＊＊ 

 本学ロビーに一般向け医療情報コーナーを開設して 2 ヶ月半が経ちましたが、県立中央病院の

「ひまわり図書室」、県立大船渡病院の「かもめ図書館」では、以前より患者様へ医療情報を提供

していました。図書室整備もままならない病院が多い岩手県内での情報サービスは、想像以上に

画期的なことです。近い将来、相互に協力しながら、より良い情報提供を目指して行けたらと考え

ています。 

 

本年もメルマガをよろしくお願いいたします！ 

メールマガジンに関する意見・質問は、運用係 unyo@lib.iwate-med.ac.jp まで。 

 

 


